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私たち緑学年にとっては，今回のふるさと探訪が 

中学校入学以来初めての「宿泊行事」となりました。 

コロナ禍での行事であること，猛暑の中での行事で 

あること，そして中学校での初めての宿泊行事であ 

ること…。様々な不安もある中での今回のふるさと 

探訪でしたが，何よりの成果は，大きな事故や怪 

我がなく，参加者全員が無事に帰ってくるこ 

とができた事ではないでしょうか。 

今回のふるさと探訪を終え，私が感じたことは「中学生にとっての学びの場は学校

の中だけではないんだ」という事でした。学校から一歩離れて，ふるさと山梨のこ

とを体験とともに深く学ぶこと…。１泊２日の活動の中で新たな仲間と触れ

合いながら人間関係を広げていくこと…。「公共の場」での振る舞いや気配

りを考えながら行動すること…。これらは普段の学校の生活ではなかなかできない   

                ことだと思います。そして，こういう経験こそが中学 

                生を「大人」へと成長させていくひとつのきっかけに 

                なるのだと思います。ひと昔前であれば当たり前のよ 

                うにできていた行事も，なかなか満足にできない状況 

                が続いていますが，やはり行事には行事の大きな 

              意味と価値があるという事を改めて実感すること 

                ができた今回のふるさと探訪で 

                した。2日間にわたる活動の中 

には，反省すべき点もいくつかありましたが，それらも含めて今後 

の課題であり，大きな学びだと思っています。きっと今後の緑学年 

という集団や生徒一人ひとりの成長につながっていくはずと信じて 

います…。 

最後に，この２日間で多くの生徒のたくさんの笑顔を見ることが 

できました。学校では見ることのできない一面を見せてくれる生徒 

もいました。こういう姿こそ大事なんですよね。私自身も純粋に楽 

しめた 2日間でした。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 ３Ｆフロアに 2か所，七夕飾りが登場しま 

した。色とりどりの短冊に様々な願い事が書 

かれています。本来であれば七夕の時期が過 

ぎてしまったので片づけたほうがよいのかも 

しれませんが，せっかくなので三者懇談の時 

期まで飾っておこうと思います。（ちなみに 

日本最大と言われる仙台の七夕は 8月 6日 

～8日にかけて行われます。そう考えると 

8月あたりまで飾っておいても問題はないで 

すよね。今回は仙台方式で！！） 

保護者の皆様も三者懇談の折にはぜひご覧 

になってください。ちなみに私の願いは…。 

「若い頃のように飲んでも食べても影響が出 

ない『２０年前の体』を取り戻すこと」です（笑） 


